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袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
い
、
袋
井
駅
南
口
周
辺
の
発
掘
調

査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
大
門
遺
跡
。
こ
れ

ま
で
弥
生
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
住
居
跡

な
ど
が
確
認
さ
れ
る
中
、
令
和
元
年
８
月

に
県
内
2
例
目
と
な
る
銅
鐸
形
土
製
品
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。

同
土
製
品
の
出
土
は
、
銅
鐸
文
化
が
伝

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
当
時

の
袋
井
を
知
る
上
で
貴
重
な
手
掛
か
り
と

な
る
も
の
で
す
。
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大
門
遺
跡
と
は

　
高
尾
に
あ
る
弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
、
こ
れ
ま
で
の

発
掘
調
査
か
ら
、
主
に
弥
生
時
代
・
古
墳

時
代
・
奈
良
時
代
・
鎌
倉
時
代
の
住
居
や

倉
庫
の
跡
、
土
器
や
陶
磁
器
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
日
当
た
り
の
良
い
丘
陵
上
の
南
斜
面
に

位
置
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
地
盤
や
原

野
谷
川
や
湿
地
な
ど
の
水
辺
へ
の
近
さ
と

い
っ
た
暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
も
と
、
約

2
0
0
0
年
前
か
ら
集
落
が
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　
遺
構
や
遺
物
の
傾
向
か
ら
、
J
R
東
海

道
本
線
を
挟
ん
で
北
に
位
置
す
る
掛
之
上

遺
跡
と
一
連
の
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

南西上空から見た大門遺跡
（令和元年10月撮影）

大
門
遺
跡 発

掘
調
査

〜
県
内
２
例
目
の
銅

ど
う
た
く
が
た

鐸
形
土ど

せ
い
ひ
ん

製
品
が
出
土
〜
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掛之上遺跡

大
門
遺
跡
の
遺
構
・
遺
物
で
知
る

古
代
の
人
々
の
暮
ら
し

ど
ん
な
家
に
住
ん
で
い
た
の
？

　　
調
査
区
全
体
で
、
建
物
の
跡
や
土
坑
、

溝
な
ど
を
確
認
。
建
物
は
、
地
面
を
掘
り

こ
む
半
地
下
式
の
竪

た
て
あ
な
し
き
じ
ゅ
う
き
ょ

穴
式
住
居
と
、
地
面

に
柱
穴
を
掘
っ
て
建
て
る
掘

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の

立
柱
建
物
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
　

■
掘
立
柱
建
物

■
竪
穴
式
住
居

弥
生
時
代

参考：登呂遺跡・復元住居

大門遺跡の遺構

参考：伊場遺跡・復元住居

大門遺跡の遺構

弥
生
時
代

■
お
米
を
炊
く
・
盛
る
た
め
の
食
器

古
墳
・
奈
良
・

鎌
倉
時
代

ど
ん
な
も
の
を
使
っ
て
い
た
の
？
　足が付いた皿。

盛付け用。

高
たかつき

杯

煮炊き用。米も
これで炊いた。

台
だいつきがめ

付甕

柱穴

柱穴炉壁溝
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銅
鐸
形
土
製
品
の
出
土
と

そ
れ
が
持
つ
意
味

　
銅
鐸
形
土
製
品
は
、
弥
生
時
代
に
マ
ツ
リ

（
祭さ
い
し祀

）で
使
わ
れ
た
銅
鐸
を
土
で
ま
ね
て

作
っ
た
も
の
で
、
県
内
で
の
出
土
は
、
浜

松
市
の
角
江
遺
跡
に
続
い
て
2
例
目
と
な

り
ま
す
。

　
大
門
遺
跡
で
出
土
し
た
も
の
は
、
幅

5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
6
・
4
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
完
形
品
で
、
高
さ
1

メ
ー
ト
ル
近
く
に
な
る
本
物
の
銅
鐸
と
比

較
す
る
と
、
か
な
り
小
さ
く
、
か
わ
い
ら

し
い
も
の
で
す
。

　
銅
鐸
は
、
佐
賀
県
か
ら
静
岡
県
西
部
で

出
土
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
近

畿
地
方
を
中
心
と
し
た
共
通
の
マ
ツ
リ
文

化
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
袋
井
市
は
、
銅
鐸
が
出
土
し
て
い
る
地

域（
銅
鐸
分
布
圏
）の
東
限
に
あ
た
り
ま
す

が
、
今
回
、
大
門
遺
跡
か
ら
銅
鐸
形
土
製

品
が
出
土
し
た
こ
と
で
、
袋
井
で
も
銅
鐸

の
模
倣
品
を
使
っ
た
マ
ツ
リ
が
営
ま
れ
て

い
て
、
近
畿
地
方
の
文
化
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
貴
重
な
資
料
が
出
土
し
た
大
門
遺
跡
。

市
で
は
同
地
の
開
発
に
伴
い
、
今
後
も
発

掘
調
査
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
袋
井
の

歴
史
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
い
き
ま
す
。

2000年前の遺跡も僅か50センチ
下の世界。遥か昔から続く袋井での
歴史の中に、今、私たちも生きている
　今から約2000年も前の弥生時代の遺物の
発見と聞くと、どこか地中深くから出てきた
のかと思われがちですが、土製品が出土した
大門遺跡は、私たちの立つ地表から僅か50セ

ンチメートル下に眠っ
ていたものです。こん
なにも近い場所に昔の
人々の生活の跡が残っ
ているなんて面白いで
すね。今回の発見を機
に、皆さんもぜひ、袋
井の地で紡がれてきた
人々の長い歴史に思い
を馳せてみてください。

■大門遺跡から出土した銅鐸形土製品

参考：銅鐸（レプリカ） 全長60cm

発掘調査と出土品等の履歴
昭 和37年  東海道新幹線建設に伴う発掘調査に

て、弥生時代中～後期の土器が出土

昭 和57～
58年

 旧中央公民館（現袋井南コミュニティ
センター）建設に伴う発掘調査にて、
弥生～古墳時代の竪穴式住居と掘立
柱建物、弥生時代の方形周溝墓、奈
良時代の大型掘立柱建物の跡を発見

昭 和62年  消防車庫建設に伴う発掘調査にて、
弥生時代の竪穴式住居の跡を発見

平 成元年  旧保健センター（現子ども早期療養支
援センター「はぐくみ」）建設に伴う発
掘調査にて、鎌倉時代の掘立柱建物
の跡を発見

平 成18～
21年

 県道拡幅に伴う発掘調査で、弥生時
代の竪穴式住居の跡を発見

平 成30年
7月～

袋井駅南都市拠点土地区画整理事業
に伴う発掘調査を実施。令和元年8
月、銅鐸形土製品が出土

銅鐸の特徴をよく捉えて
いて、鈕

ちゅう

（つまみ）や鰭
ひれ

の
部分まで表現されている。

■
水
な
ど
を
入
れ
る
食
器
・
盛
る
食
器

■
魚
を
取
る
道
具（
鎌
倉
時
代
）

古墳時代の壺

古墳時代の

高杯と杯
つきみ

身

土錘とは、漁で使う網に取り付けた土製の

錘
おもり

のこと。遺跡の南端に集中して出土し

ていることから、南側の湿地や川で漁をし

ていたのかもしれません。

網（レプリカ）

古
墳
・
奈
良
・
鎌
倉
時
代

5cm

6.4cm

土
どすい

錘

開発などにより、
やむを得ず遺跡
が失われてしま
う場合、事前に発
掘調査を行い、
記録を後世まで
残します。発掘調査の様子
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